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日経平均株価の長期の歩み   
～2012年末から上昇傾向へ

　日経平均株価とは、東京証券取引所（東証）
のプライム市場に上場する企業のうち市場を代
表する225社の株価を指数化したものであり、
日本経済新聞社が算出しています。この指数の
源流は、東証が1950年９月７日に算出を開始し
た株価指数にまでさかのぼります。
　当時は「東証株価平均」や「東証修正平均株
価」と呼ばれていました。その後、1985年５月
１日から日経平均株価という名称が使われてい
ます。また、株価指数の値は1949年５月16日ま
で遡及されており、その最初の値は176円21銭
（終値ベース、以下同様）です〔図表〕。なお、
日本経済新聞社のウェブサイトの「日経平均プ
ロフィル」から、日経平均株価の過去の全デー
タを誰でも無料で取得することができます。
　これまでの日経平均株価の史上最高値は、バ

ブル期の1989年12月29日に記録した３万8915円
87銭でした。指数の最初の値から約221倍の水
準です。しかし、バブル崩壊を受けて日経平均
株価は大幅に下落し、長期的に停滞局面が続き
ました。バブル崩壊後の最安値は、2009年３月
10日に記録した7054円98銭であり、1989年12月
の高値から５分の１以下にまで落ち込んだこと
になります。
　日経平均株価はしばらく低迷状況が続いた後、
2012年末から長期的な上昇傾向へと転じました。
そのきっかけの一つとして、当時野党であった
自由民主党が安倍総裁の下で政権を奪還し、大
規模な金融・財政政策に踏み切るとの期待感が
浮上したことが挙げられます。実際、2012年12
月に第２次安倍政権が発足した後、「アベノミ
クス」と称される政策パッケージが打ち出され
ました。
　その後、2015年８月の人民元ショックやそれ

に続いた円高進行、
2020年春の新型コロナ
ショックの影響などに
より株価が調整する局
面もありましたが、日
経平均株価は振れを伴
いながらも上昇傾向が
継続しました。
　日経平均株価は2024
年に入ってから上昇
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〔図表〕 日経平均株価の推移（終値）

出所：日本経済新聞社より大和総研作成

０

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

45000

49 54 59 64 69 74 79 84 89 94 99 04 09 14 19 24

（円）

（年）

３万8915円87銭 ３万9098円68銭

7054円98銭176円21銭

第61回 34年ぶりに日経平均株価が史上最高値を更新

　日本の代表的な株価指数である日経平均株価は2024年に入ってから上昇ペースを速め、２月22日に
史上最高値を更新しました。史上最高値更新は約34年ぶりのことです。今回は、日経平均株価の歴史
を簡単に振り返った上で、日本株が大幅に上昇した背景について整理します。さらに、個人投資家の
今後の注意点や「高値掴みリスク」を抑えるための投資手法も取り上げます。
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ペースを速め、２月22日に３万9098円68銭で取
引を終了し、約34年ぶりに史上最高値を更新し
たのです。

海外投資家主導の株価上昇   
～個人投資家に利益確定の動き

　今回の株価上昇の背景として、海外投資家主
導による日本株買いが挙げられます。東証の「投
資部門別売買状況」によると、海外投資家は１
月に２兆693億円と大幅に買い越し、２月の第
１～３週も9725億円の買い越しとなりました。
　他方、個人投資家は１月に9370億円売り越し、
２月の第１～３週も2711億円の売り越しとなり
ました。2024年１月に始まった新しい少額投資
非課税制度（新NISA）で日本株を購入した人
もいると思います。しかし、日本株が大きく上
昇する中で利益確定売りの動きが強まり、全体
として売り越し傾向になったと考えられます。
　海外投資家主導の日本株買いの要因としては、
例えば、米国の主要株価指数が史上最高値を更
新した流れを受けて日本株にも買いが入ったこ
とや、米国の利下げ観測の後退などに伴い、日
米金利差拡大に起因する「円売り・株買い」の
動きが強まったことが挙げられます。また、
AI（人工知能）向け半導体需要が今後急拡大
するとの観測から、半導体をはじめとするAI
関連銘柄に投資資金が向かい、相場の押し上げ
要因となりました。さらに、2023年春以降の東
証による企業価値向上等に関する要請により、
日本企業の統治改革や収益性向上が進むといっ
た期待感が継続していることも、株価の支援材
料になったと考えられます。

長期的な視点が一層重要   
～投資リスクへの対応

　バブル崩壊に伴う株価の大幅下落を経験した
日本では、当時を知る世代を中心にバブル期の
「高値掴みの教訓」が投資を敬遠する要因となっ
てきました。今回、日経平均株価が史上最高値
を更新したのはよいことですが、高値では投資
しにくいと考える人も多いと思います。
　実際、株価高騰に関するニュースや特集番組、
知り合いが投資で儲かっているという話に流さ
れて、あまり考えずに投資を始めたり、投資額
を増やしたりすることについては注意が必要で
す。なぜなら、いつまでも株価が上昇し続ける
ことはないためです。
　また、高値掴みや株価調整リスクを抑えると
いう点から、「ドル・コスト平均法」による長
期の時間分散投資をあらためて確認しておくの
がよいでしょう。これは、株式や投資信託の金
融商品を「定期的」かつ「一定額」購入し続け
る方法のことです。金融商品の価格が低いとき
には多く購入し、価格が高いときに少なく購入
することで平均購入単価を抑えられるという利
点があります。さらに、個別銘柄のリスクを避
けるには、日本や世界の株価指数に連動する投
資信託を「ドル・コスト平均法」で購入してい
くことが考えられます。具体的には、新NISA
の「つみたて投資枠」を活用するのが簡単だと
思います。
　いずれにせよ、日経平均株価の約34年ぶりの
史上最高値更新を受け、個人投資家は長期的な
視点で投資や資産形成を行うことが一層重要と
なっています。
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